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水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構築学の創成
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 　本領域も、令和 4年度から 4年目に突入して、「水の基礎科学」と「材料科学」

の融合を推進しているところです。令和 4 年度から 2 年間の第二期の公募研究

の研究代表者 46 名の参画も得ることができました。令和 4 年 5 月 9、10 日に

行われた領域会議では活発な発表と議論が行われました。水圏機能材料ニュー

ズレターでは、この No.11 から、何号かにわたり公募研究代表者の皆様の研究

を紹介していきます。幅広い分野から素晴らしい方々に結集いただいており、

融合効果を加速させて新しい知見を得て分野を益々開拓したいと考えておりま

す。皆様、ぜひともご協力お願いいたします。

球面π共役系を用いた実験系水和モデル
の創出

橋川 祥史

京都大学

助教

真に水分子の性質を明らかにする

ためには、単一水分子あるいは単

一水和構造を完全に外界から隔離

する必要がある。自然界にはほぼ

存在しえないその水分子の性質は、

理論化学計算によってのみ知るこ

とができ、適切な実験系モデルの

構築は極めて限定的である。一方、

フラーレンの疎水性内部空間の利

用はこれを解決する最も有望な手

法であるばかりか、通常では実現が困難な超高圧状態や

高電荷状態を提供可能である。本研究課題では、水分子

クラスターや水和構造を取り込んだモデル分子系を構築

し、特殊環境下における性質の解明を行なう。

分子分布を制御した水圏ペプチド超分子
の水和構造と細胞機能

若林 里衣

九州大学

助教

両親媒性ペプチド（PA）が水中で

自己組織化し形成する超分子は、

その形状・物性や PA の化学構造

に応じた多彩な機能を発現します。

本研究では、疎水部の異なる複数

種類の PA を混在させ、超分子の

形成過程に変化を与えることで、

PA 分子間の相分離・共集合を制御

した PA 超分子を創製します。こ

れによって、PA に導入した機能性

因子の集合体内の分布を変えるだけでなく、超分子の水

和状態や、それに付随する生体分子や細胞の吸着・接着

性がどう変化

しうるかを解

析します。
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